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都市再生整備計画（第1回変更）
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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 145 ha

平成 17 年度　～ 平成 21 年度 平成 17 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／年 平成15年度 平成21年度

人／年 平成15年度 平成21年度

人 平成15年度 平成21年度

人／年 平成15年度 平成21年度

1,000

地区内で開催されるイベントへの
参加者数

地域内外の交流活動を促すイベント活動への参加者数 交流活動活性化の指標として、地区内を主たる開催地とするイベ
ントへの参加者数を用い、約15％の増加を目指す。

38,220 45,000

まちづくり活動団体への参加者数
地域内外の交流活動に資する
まちづくり活動団体への参加者数

地域内外の交流活動活性化の指標として、まちづくり活動を通じて
域内の交流促進に取り組んでいる団体（まちづくりアクションプラン

250

400,000

地域交流センター利用者数 地域交流センター（現産業資料館）の利用者数 交流人口や来訪者数の指標として地域交流センターの年間利用
者数を用い、増加率約100％の達成を目指す。

4,250 10,000

地域来訪者数（旧市街地） 観光入込客数（主要な観光施設での入込客数） 交流人口や来訪者数の指標として地区を代表する観光施設（郷照
寺）への年間入込客数を用い、増加率30％の達成を目指す。

313,500

①　旧市街地では、住宅地が密集し道路が狭隘で市街地環境としての問題が多い。住環境整備と歴史的資源を活かした魅力的な町並みづくりにより、人口の定着と来訪者の増加を図る必要がある。
②　新市街地の臨海公園を中心とした集客ゾーンへの来訪者は、瀬戸大橋開通時に比べ激減している。臨海公園の駐車場拡大など施設再編と新たな交流機能を導入することにより、域内交流と来訪者を増やし、まちの賑わいを取り戻す必要がある。
③　旧市街地と新市街地住民との交流機会が少ない。旧市街地と新市街地臨海部のアクセス性を改善し、歩行者や自転車による回遊など域内コミュニテイーを活性化させる必要がある。
④　住民参加によるまちづくり活動を活性化させる必要がある。

・宇多津町長期振興計画では、まちづくりの将来像を「調和がつなぐ、夢創造のまち　うたづ」と定め、その実現のための重点施策として「新宇多津都市の活性化」「既成市街地における良好な居住区間の確保」「地域特有の資源を活かした地域振興」等
の方向性を掲げている。
・このことを踏まえ、宇多津町都市計画マスタープランでは、都市づくりの目標を実現するための将来都市構造として、「新市街地ゾーン」を主に新市街地としての魅力付けと未利用地の計画的な活用促進を進める地区とし、「既成市街地ゾーン」を主に生
活環境として、道路や公園等の都市基盤の整備を図ると共に、防災機能の向上と街並みの保全等、景観に配慮した都市づくりを進める地区としている

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 香川県 宇多津町 宇多津地区

計画期間 交付期間 21

古くからの歴史・文化と新しい市街地の賑わいが調和しながら交流するまちづくり
目標１）町家や寺社などの歴史的な佇まいを活かした回遊道路の整備により、安全･安心で歩いて楽しい街並みづくり
目標２）海辺景観を活かした交流空間と歩行者ネットワークの整備により、域内交流の活性化と集客による賑わいの再生

　宇多津町は、香川県のほぼ中央に位置する人口約１７千人の県下で最も狭い町であるが、室町時代には将軍足利義満の側近細川頼之公のもと四国の政治･経済の中心地として栄え、古くは２８ヶ寺が建立されていたところであ
る。今も旧市街地には、四国八十八ケ寺霊場の一つ郷照寺をはじめとした１社９ケ寺や町家など、往時を偲ばせる古い町並みが残っている。

　また、古くより全国屈指の塩のまちとしても栄えてきたが、昭和４７年に製塩業が廃止された後、臨海部の塩田跡地は土地区画整理事業により、新宇多津都市として整備が進められてきた。

　しかしながら近年においては、旧市街地の人口減少と高齢化が進み、空き地の増加などで空洞化が進行し、まちの活力が失われつつある。また新都市においても、長引く景気低迷等により未利用地の土地利用が進まず、臨海公
園を中心とした集客ゾーンへの来訪者も激減しており、まちの賑わいを取り戻すべく官民一体となった取り組みが求められている。

　このような状況のなか、臨海部の環境整備と既存施設の有効活用等を図るべく、｢地域再生推進のためのプログラム」(地域再生本部決定）に基づき、地域再生計画（シーサイドうたづアクションプラン）を策定し、平成１６年６月に
認定を受けたところである。

　また、本町の特色を活かし、まちの活力を取り戻すべく、住民と企業、行政が一体となり、平成１４年には「海岸線整備等検討委員会」、平成１５年には「宇多津町既成市街地整備懇談会」、「まちづくりアクションプラン協議会」、平
成１６年度には「宇多津町既成市街地等整備検討委員会」を設置し、当町におけるまちづくりの計画策定に取り組んでいるところである。

　都市再生整備計画の策定にあたっては、上記の宇多津町既成市街地等整備検討委員会（一般公募による住民委員会）によるワークショップ、子供たちによる街歩き、地元企業へのヒアリング等を実施し、計画の方針や内容につ
いて協議、提案を行った。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

＜都市再生整備計画の整備方針等＞
【記入要領】

・必要であれば適宜欄の拡大、行の追加をすること。

・住民主体のまちづくり活動を支援し、地域交流センターの利用拡大等、まちの交流活動を促す施策を計画的に推進する。 事業活用調査（提案事業／地域交流センター活用検討調査、レンタサイクル導入実験事業）、まち
づくり活動推進事業（提案事業／まちづくりｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ振興事業、まちあるきマップ作成事業、歴史
まちなみ案内人育成事業、花いっぱいの町推進事業）

・その他記載にあたっての留意事項は、「都市再生整備計画策定の手引き」を参照すること。

・「計画区域の整備方針」欄は、目標を達成するために具体的に何をするのかを簡潔に箇条書きするとともに、欄の右にある「方針に合致する主要な事業」欄に、本計画に位置付けられている事業
のうち当該整備方針に合致する主要な事業の事業名を記入すること(１つの事業が複数の方針に合致することもあり得る)。

・「その他」欄は、都市再生整備計画に関する事項として、特筆すべき内容があれば記載してください。

○地域のまちづくり活動への取り組み
　・海岸線整備等検討委員会(平成１４年度)
　　　地元住民、行政、地元企業、学識経験者等により、新都市地域の活性化を目指し、海辺空間の整備、臨海公園(道の駅）の機能の充実、産業資料館の再整備等を提案。
　・宇多津町既成市街地整備懇談会(平成１５年度）
　　　行政、地元建築家、まちづくり専門家、住民代表らにより旧市街地の活性策について提案し、シンポジウムを行った。
　・まちづくりアクションプラン協議会(平成１５年度)
　　　交流と賑わいのあるまちづくり、地域資源が活きるまちづくりを目指し、町民による協議会を設立し、地域活性化のため歩行者天国、沿道緑化等のソフト事業を展開している。
　・宇多津町既成市街地等整備検討委員会(平成１６年度)
　　　住民から一般公募した委員、有識者および行政が一体となり旧市街地と新都市のまちづくりの具体策について検討した。
　　　なお、同委員会の提案を受けて本都市再生整備計画を策定している。

○地域再生計画の活用
　平成１６年６月に地域再生計画「シーサイドうたづアクションプラン」の認定を受けており、新都市臨海部において公園緑地機能と広域観光拠点機能を併せ持つ、観光･レクリエーションゾーンの形成を目指している。地域再生計画に位置づける主なプロ
ジェクトとしては「臨海公園内にある道の駅の再整備」、「産業資料館のリニューアル」、「臨海公園の再編｣、「海岸環境整備(人工海浜等)」等がある。このうち｢産業資料館のリニューアル」にあっては既存建物活用事業、「臨海公園の再編」については公
園事業としてそれぞれ都市再生整備計画の基幹事業として位置づけるものである。

○交付期間中の計画の管理
　交付期間中は、事業の進捗にあわせて継続的に住民に広報･啓発等の活動を行うことにより、事業内容の理解を得るとともに、事業の円滑な推進と事業効果の向上を図る。また、事業の有効性を適宜評価し、適正な運営に努めていく。

方針に合致する主要な事業

・旧市街地の歴史的佇まいを活かしつつ、１社９ケ寺や町家の回遊道路の整備、コミュニテイ活動の場を提供する広場の整備及び観光バスの誘導や待
機の場として駐車場の整備を行い、住環境の改善と交通安全の確保並びに町並みイメージの向上を図り、まちなか交流機会と来訪者数を増やす。

地域生活基盤施設（基幹事業／広場、駐車場、案内板）、高質空間形成施設（基幹事業／舗装等）

・新都市臨海部の拠点性を最大限に活かし、域内外から来訪する人々に対応できる駐車場確保等の臨海公園の再編整備、既存建物（産業資料館等）を
活用した地域交流センターの整備や釜屋（復元塩田施設）の改修整備に加え、旧市街地とのアクセス性改善（バリアフリー化）を図り、域内交流の活性化
と来訪者数を増やす。

公園（基幹事業）、既存建物活用事業（基幹事業／地域交流センター）、高質空間形成（基幹事業
／バリアフリー）、地域創造支援事業（提案事業／復元塩田改修事業）
関連事業　　喫茶等整備事業（町単独事業）

●宇多津町既成市街地検討整備委員会によるワークショップ ●宇多津町既成市街地検討整備委員会による子供まちあるき●まちづくりｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ協議会によるイベント実施



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路

公園 宇多津町 直 A=36,200㎡ 平成17年度 平成21年度 平成19年度 平成21年度 466 466 466 466

河川

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 宇多津町 直 － 平成17年度 平成21年度 平成19年度 平成21年度 37 37 37 37

高質空間形成施設 宇多津町 直 － 平成17年度 平成21年度 平成17年度 平成21年度 294 294 294 294

高次都市施設 －

既存建造物活用事業 宇多津町 直 － 平成19年度 平成20年度 平成19年度 平成20年度 167 167 167 167

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 964 964 964 964 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

宇多津町 直 平成20年度 平成21年度 平成20年度 平成21年度 2 2 2 2

宇多津町 直 A=72㎡ 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 15 15 15 15

0

宇多津町 直 － 平成17年度 平成17年度 平成17年度 平成17年度 3 3 3 3

－ 0

宇多津町 直 － 平成18年度 平成21年度 平成18年度 平成21年度 5 5 5 5

宇多津町 直 － 平成17年度 平成18年度 平成17年度 平成18年度 5 5 5 5

宇多津町 直 － 平成20年度 平成21年度 平成20年度 平成21年度 2 2 2 2

宇多津町 直 － 平成17年度 平成21年度 平成17年度 平成21年度 2 2 2 2

合計 34 34 34 34 …B
合計(A+B) 998

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

宇多津町 経済産業省 A=220㎡ ○ 平成19年度 平成20年度 42

合計 42

所管省庁名事業箇所名

－

住宅市街地
総合整備
事業

交付期間内事業期間
規模事業主体 直／間事業箇所名事業

（参考）事業期間
細項目

花いっぱいの町推進事業

地域創造
支援事業

臨海公園復元塩田改修事業

まちづくりｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ振興事業

歴史まちなみ案内人育成事業

まちあるきマップ作成事業

－

全体事業費

レンタサイクル導入実験事業

－

（参考）事業期間

臨海公園

事業
細項目

事業主体事業箇所名

事業期間（いずれかに○）

臨海公園

事業主体

地域交流センター活用検討調査事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

事業

喫茶等整備事業

－

－

規模

－

－

ー

ー

うち民負担分
交付期間内事業期間

規模直／間

－

－

うち民負担分

0

0

国費率 0.4交付対象事業費 998 交付限度額 399



都市再生整備計画の区域

宇多津地区（香川県宇多津町） 面積 145 ha 区域
網ノ浦、西町、新町、山下、大門、一番丁、二番丁、四番丁、六番丁、七番
丁、八番丁、九番丁

１：５４，０００




